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Renascence  

 例年この季節に行われている｢平和のた

めの戦争展｣(同実行委員会主催)、今年は新

型コロナ対策として、大規模な展示ではな

く、市民団体の代表のみなさんが平和を語

り、会場とも対話する「ピーストーク」が

行われました。 

 私は残念ながら終了間際にやっと参加で

きましたが、非常に深いお話を聞くことが

できました。 

 ｢敵基地攻撃は先制攻撃だ。武器は持つ

と使いたくなるもの。持たないことが大事

だ｣という話に、会場から｢子どもの頃、戦

争で日本は被害者だと思っていたが、大人

になって学ぶと日本がいかにひどいことを

してきたかわかった。日本の加害責任を

ちゃんと教え学ぶべきだ｣との発言があり

ました。 

 また、｢政府はマ

スコミを使って世論

を操作している。そ

れに対して、私たち

こそＳＮＳなどを使って、本当のことを

しっかり伝えていかなくてはならない｣｢ア

メリカの現状を見てわかるように、いくら

軍備を増強してもコロナに勝てないどころ

か軍隊で感染が拡大している。軍備ではな

く国際協調が大切だ｣｢新型コロナ感染拡大

も、自然破壊と環境破壊がその原因。軍備

の増強も一因だ｣｢安倍政権は平和憲法を変

えることができなかったが、これも多くの

国民の願いが反映した結果ではないか｣な

どの声が次々と出され、平和を願う思い

と、それに向かって政治を変えようという

意欲にあふれる催しになりました。 

 

 ７日は、市議会厚生常任委員会と上越

市心身障害者福祉団体連合会との懇談で

した。 

 あいにく、視覚障害者団体と聴覚障害

者団体のみなさんは都合がつかず欠席で

したが、上越市身体障害者連絡協議会、

上越市肢体不自由児者父母の会、上越市

家族会、各地域手をつなぐ育成会のみな

さんから、日頃の運動の状況や行政への

要望などを直接聞くよい機会となりまし

た。 

 身体障害者連絡協議会からは、公共施

設のバリアフリー化がまだまだ不十分で

あること、市の入札制度によって寄付金

付き自販機が参入できにくくなっている

こと、会の情報を障がい者や家族に十分

提供できないでいることなどが話されま

した。 

 公共施設のバリアフリー化は、私も関

わって実現させてきた箇所があります

が、まだまだ不十分であることを痛感し

ました。 

 この懇談を受けて、その後関係者に詳

しい話を聞き、指摘のあった高田城址公

園のトイレを、12日、細かく視察して

きました。 

 噴水近くのトイレ｢桜花苑｣(写真上段) 

は、段差が解消され手すりもつきました

が、個室は従来通り狭いた

め車イスではドアが閉めら

れません。また、入口の幅は745mmと

かなり狭く、入るのに苦労する恐れがあ

ります。 

 内堀西側のトイレ(写真下段左)は、

段差の解消も手すりの設置もされてい

ません。 

 ソフトボール球場跡の新しいトイレ

(写真下段右)には、多くの機能が整備

された多目的トイレが併設されていま

すので、他の箇所のトイレにもこのよ

うな多目的トイレを併設することが必

要です。改善を求めていきたいと思い

ます。 

 花は小さくても、その香りに

は大きな存在感があります。こ

の香りで秋を感じたり、旅行先

を思い出したりするのは私だけ

ではないと思います。 

 2018年6月17日のリニュ 

ーアル以来、皆さまに支えられ、

今号で100号を迎えました。深く

感謝いたしますとともに、内容の 

 充実をめざし､さらに努力して 

   まいります。   


